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6 月 25 日、JA 共済×超神ネイガーが
主催する交通安全教室が、井川こども
センターで行なわれました。大好きな
ヒーローを前に、会場では道路に飛び
出さないこと、左右の安全を確認して
から横断歩道をわたることを約束する
園児たちの元気な声が響いていました。



半
世
紀
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の

成
果
を
分
か
ち
合
う

６
月
12
日
、
町
の
循
環
器
疾
患
対

策
50
周
年
及
び
井
川
町
町
制
施
行
記

念
式
典
が
、
潟
上
市
・
八
郎
潟
ハ
イ

ツ
を
会
場
に
行
な
わ
れ
、
大
阪
が
ん

循
環
器
病
予
防
セ
ン
タ
ー
医
師
ら
を

始
め
と
し
て
、
半
世
紀
に
及
び
町
民

の
健
康
づ
く
り
を
支
え
続
け
て
こ
ら

れ
た
循
環
器
健
診
関
係
者
、
町
関
係

者
な
ど
大
勢
の
方
々
よ
り
出
席
を
い

た
だ
き
、
そ
の
歩
み
の
大
き
さ
を
共

に
か
み
し
め
合
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
井
川
町
長
が

「
半
世
紀
に
わ
た
り
、
地
味
な
作
業

を
継
続
し
、
町
民
の
健
康
レ
ベ
ル
を

維
持
向
上
さ
せ
た
関
係
者
の
努
力
に

心
か
ら
敬
意
と
謝
意
を
表
し
、
50
周

年
を
新
た
な
展
開
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
の
契
機
と
位
置
付
け
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
加
え
て
昭
和
30
年
代
か
ら

の
脳
卒
中
予
防
対
策
開
始
当
初
の
状

況
等
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

値
が
低
い
者
か
ら
多
く
発
生
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

・
栄
養
摂
取
状
況
を
個
人
別
秤
量
方
式

で
調
査
し
、
井
川
町
民
は
大
阪
と
比

べ
て
食
塩
や
糖
質
の
摂
取
量
、
植
物

性
蛋
白
質
が
多
い
反
面
、
動
物
性
蛋

白
質
、
脂
肪
、
特
に
動
物
性
脂
肪
が

少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

・
当
時
の
産
業
は
大
部
分
が
米
作
で
人

力
と
馬
の
畜
力
に
よ
る
家
族
総
出
の

重
労
働
で
し
た
。

《
昭
和
42
～
47
年
》

・
健
診
で
発
見
さ
れ
た
異
常
所
見
者
の

管
理
を
徹
底
。
集
団
指
導
を
最
重
点

と
し
て
年
間
で
各
町
内
ご
と
に
10
回

ず
つ
指
導
を
実
施
し
、
血
圧
の
高
い

人
に
は
定
期
的
に
血
圧
を
測
る
習
慣

を
、
要
治
療
の
人
へ
診
療
所
に
継
続

し
て
か
か
る
よ
う
に
勧
め
ま
し
た
。

ま
た
、
町
保
健
師
の
育
成
に
努
め
、

助
産
婦
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
保

健
所
の
保
健
師
の
指
導
で
毎
月
１

回
、
各
町
内
の
血
圧
測
定
を
実
施
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活
動
を
青
年
団
、

梗
塞
の
発
生
率
は
、
脳
卒
中
の
約
10

分
の
１
と
非
常
に
低
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

・
脳
卒
中
の
発
生
に
は
生
活
環
境
が
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過

去
か
ら
の
生
活
環
境
や
生
活
習
慣
に

関
し
て
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
発
掘
し
て

調
査
し
た
結
果
、
井
川
町
民
は
大
阪

と
比
べ
て
米
を
食
べ
る
方
が
か
な
り

多
い
、
食
塩
の
使
用
量
が
か
な
り
多

い
、
動
物
性
食
品
の
食
べ
方
が
極
端

に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

《
昭
和
40
年
代
前
半
》

・
脳
卒
中
発
生
者
の
検
診
所
見
を
調
査

し
、
大
部
分
が
高
血
圧
者
（
脳
出
血

90
㌫
、
脳
梗
塞
80
㌫
）
で
、
高
血
圧

や
心
電
図
・
眼
底
の
高
血
圧
性
変
化

の
頻
度
が
高
い
こ
と
が
判
明
。
ま
た

血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
ト
リ
グ

リ
セ
ラ
イ
ド
値
は
町
民
全
体
の
平
均

値
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
差
が
無
く
、

肥
満
者
は
多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
追
跡
調
査
の
結
果

脳
出
血
は
血
清
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

町
の
循
環
器
健
診
50
年
の
歩
み

《
昭
和
38
～
41
年
》

・
30
歳
以
上
の
全
町
民
３
０
９
８
人
を

対
象
に
循
環
器
検
診
を
実
施
し
、

２
６
９
０
人
（
約
87
㌫
）
が
受
診
。

そ
の
結
果
、
大
阪
と
比
較
し
て
男
女

と
も
30
歳
以
上
の
ど
の
年
齢
層
で

も
、
高
血
圧
者
の
頻
度
が
高
い
、
血

圧
レ
ベ
ル
が
高
い
、
眼
底
や
心
電
図

の
高
血
圧
性
変
化
の
頻
度
が
高
い
こ

と
が
明
ら
か
に
。
逆
に
血
清
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
清
ト
リ
グ
リ
セ
ラ

イ
ド
、
血
清
総
蛋
白
が
は
る
か
に
低

く
、
心
電
図
の
虚
血
性
心
疾
患
に
も

と
づ
く
変
化
の
頻
度
は
は
る
か
に
低

い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

・
脳
卒
中
の
発
生
状
況
調
査
を
全
町
民

に
対
し
て
実
施
。
脳
卒
中
発
生
率
は

男
女
と
も
に
ど
の
年
齢
層
で
も
大
阪

よ
り
高
く
、
特
に
働
き
盛
り
の
40
～

69
歳
の
年
齢
層
で
は
大
阪
の
２
・
４

倍
と
、
よ
り
若
い
年
齢
で
発
病
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
。
一
方
で
、
心
筋

循
環
器
疾
患
対
策
50
周
年

井
川
町
町
制
施
行
記
念
式
典

式
典
で
は
、
循
環
器
疾
患
対
策
の

ほ
か
、
６
月
１
日
の
町
制
施
行
日
を

記
念
し
町
勢
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
へ
、
井
川
町
功
労
章
の

授
与
が
併
せ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
に
引
き
続
い
て
大
阪

大
学
大
学
院
教
授
・
磯
博
康
氏
に
よ

り
「
井
川
町
の
健
康
づ
く
り
・
半
世

紀
の
成
果
と
さ
ら
な
る
半
世
紀
に
向

け
て
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り

そ
の
当
時
ご
と
の
時
代
背
景
や
社
会

環
境
、
生
活
環
境
等
の
変
遷
を
辿
り

な
が
ら
、
長
年
に
及
ぶ
成
果
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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婦
人
会
な
ど
働
き
盛
り
の
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
し
ま
し
た
。

・
予
防
対
策
初
期
の
成
果
と
し
て
、
高

血
圧
要
治
療
者
の
う
ち
長
期
継
続
治

療
者
の
割
合
が
上
昇
し
、
放
置
者
が

減
少
、
働
き
盛
り
の
年
代
の
脳
卒
中

発
生
率
が
低
下
し
ま
し
た
。
全
脳
卒

中
の
発
生
率
は
人
口
千
人
当
た
り
年

間
５
・
４
人
か
ら
３
・
８
人
に
、
脳
出

血
発
生
率
は
２
・
０
人
か
ら
０
・
９
人

に
減
少
。
問
題
点
と
し
て
、
農
業
と

の
兼
業
に
日
雇
い
や
出
稼
ぎ
で
土
工

に
従
事
す
る
者
が
多
い
地
区
で
は
保

健
指
導
を
受
け
な
か
っ
た
り
、
医
療

機
関
を
受
診
し
な
い
人
が
多
く
、
脳

卒
中
発
生
率
が
依
然
と
し
て
高
い
状

態
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
血
圧

者
の
受
療
率
が
上
が
っ
た
た
め
に
一

時
的
に
国
民
健
康
保
険
診
療
費
は
上

昇
し
、
近
隣
町
村
と
比
較
し
て
も
医

療
費
は
低
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
昭
和
43
、
44
年
》

・
日
雇
い
、
出
稼
ぎ
が
多
い
地
域
の
男

性
を
重
点
に
し
た
検
診
を
実
施
。
ま

た
、
検
診
を
受
診
し
や
す
い
よ
う
に

検
診
時
期
を
11
月
か
ら
４
月
に
移
動

し
ま
し
た
。

《
昭
和
44
年
》

・
国
で
初
め
て
脳
卒
中
対
策
が
実
施
さ

れ
、
井
川
町
が
脳
卒
中
予
防
特
別
対

策
の
指
定
地
区
と
な
り
ま
し
た
（
以

後
３
年
間
継
続
）。

《
昭
和
40
年
代
後
半
～
昭
和
50
年
代
》

・
社
会
環
境
の
変
化
と
し
て
、
圃
場
整

備
、大
型
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、

米
作
に
伴
う
重
労
働
が
軽
減
し
ま
し

た
。
乗
用
車
の
飛
躍
的
な
普
及
、
道

路
の
拡
張
、
舗
装
が
進
み
ま
し
た
。

生
活
面
で
は
、
伝
統
的
な
農
村
の
家

屋
か
ら
新
建
材
を
使
っ
た
暖
房
効
率

の
よ
い
住
居
に
変
わ
り
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
が
普
及
。
食
生
活
で
は
、卵
、

肉
な
ど
の
動
物
性
食
品
の
摂
取
量
が

増
え
、
油
脂
を
使
っ
た
料
理
が
普
及

し
て
、
妙
め
も
の
、
揚
げ
も
の
料
理

が
加
わ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

《
昭
和
47
年
》

・
関
東
、
関
西
方
面
の
出
稼
ぎ
先
で
の

血
圧
測
定
、
生
活
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の
脳
卒

中
登
録
事
業
の
日
本
に
お
け
る
指
定

地
区
と
な
り
ま
し
た
（
以
後
３
年
間

継
続
）。

・
脳
卒
中
予
防
対
策
を
中
心
と
す
る
保

健
事
業
に
対
し
て
、
井
川
町
が
「
保

健
文
化
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

《
昭
和
47
～
49
年
》

・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
地
域
に
お
け
る
脳
卒
中
登

録
事
業
に
参
加
し
、
井
川
町
を
始
め

と
す
る
秋
田
の
デ
ー
タ
か
ら
、
わ
が

国
の
壮
年
期
の
脳
卒
中
、
特
に
脳
出

血
と
思
わ
れ
る
大
発
作
の
多
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
わ
が
国

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
救
急
医

療
も
発
展
し
ま
し
た
。

《
昭
和
51
年
》

・
検
診
を
受
診
し
に
く
い
長
期
出
稼
ぎ

者
に
対
す
る
２
日
間
の
特
別
冬
期
検

診
を
実
施
し
ま
し
た
。

《
昭
和
52
年
～
》

・
町
内
ご
と
の
夜
間
検
診
を
加
え
、
日

雇
い
従
事
者
の
受
診
勧
奨
に
努
め
ま

し
た
。

・
夜
間
の
集
団
指
導
、
日
雇
い
の
な
い

雨
天
日
や
早
朝
の
集
中
的
な
訪
問
指

導
、
出
稼
ぎ
者
が
帰
省
す
る
正
月
休

を
利
用
し
た
保
健
指
導
を
、
秋
田
衛

研
や
診
療
所
医
師
も
協
力
し
て
行
い

ま
し
た
。

・
栄
養
調
査
と
し
て
個
人
別
の
面
接
聞

き
取
り
法
を
行
い
、
同
時
に
指
導
も

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
栄
養
改
善
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
各
町
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
推
進

員
が
学
習
、
実
習
、
伝
達
を
繰
り
返

し
て
、
栄
養
改
善
運
動
が
全
町
に
広

が
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

・
血
液
検
査
と
し
て
、
従
来
の
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
総
蛋
白
、
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
に
加
え
、ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
、

ア
ル
ブ
ミ
ン
、
尿
酸
、
血
糖
、
肝
機

能
、
腎
機
能
等
の
検
査
を
導
入
し
、

尿
糖
陽
性
者
や
高
血
糖
者
に
対
し
て

糖
負
荷
試
験
も
実
施
し
ま
し
た
。

《
昭
和
53
年
～
》

・
循
環
器
健
診
の
対
象
地
区
と
し
て
、

重
点
地
区
方
式
（
全
町
を
４
地
区
に

分
け
て
４
年
で
一
巡
す
る
形
で
地
区

ご
と
に
重
点
的
に
受
診
率
を
高
め

る
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

《
昭
和
50
年
代
半
ば
》

・
脳
卒
中
対
策
の
成
果
と
し
て
、
全
脳

卒
中
の
発
生
率
は
、
壮
年
層
の
男
性

で
は
人
口
千
人
当
た
り
年
間
10
・
３

か
ら
４
・
９
、
女
性
で
は
５
・
１
か
ら

次
の
半
世
紀
に
向
け
た
一
歩
を

井
川
町
で
半
世
紀
に
わ
た
り
行
っ

て
き
た
地
域
ぐ
る
み
の
循
環
器
疾
患

対
策
は
、
対
策
初
期
に
は
働
き
盛
り

世
代
の
脳
卒
中
、
特
に
脳
出
血
を
激

減
さ
せ
、
町
民
の
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
高
齢
者
の
脳
卒
中
、
特
に
脳
梗
塞

の
発
生
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
、
健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
著
明
な
効
果
を
挙
げ
た

対
策
は
、
国
や
県
の
脳
卒
中
予
防
対

策
を
牽
引
す
る
モ
デ
ル
と
も
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
の
特
定
健
診
の

実
施
に
あ
っ
て
も
、
町
で
は
保
険
者

に
関
係
な
く
全
て
の
町
民
が
継
続
し

て
健
診
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
維
持

す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む
健
康
づ
く
り
対
策
は
国
や
県
内
外

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
生
活
環

境
や
社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
に
伴

い
、
町
民
の
食
生
活
や
労
働
な
ど
の

生
活
習
慣
、
家
族
形
態
が
変
わ
る
な

か
で
、
脳
卒
中
の
さ
ら
な
る
予
防
と

虚
血
性
心
臓
病
の
一
層
の
抑
制
、
お

よ
び
肥
満
や
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
増
加
抑
制

を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
増
加
が
危

倶
さ
れ
る
認
知
症
、整
形
外
科
疾
患
、

が
ん
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
健
康
を

脅
か
す
病
気
を
も
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

著
し
い
社
会
生
活
の
変
化
に
晒
さ
れ

な
が
ら
も
、
病
気
に
な
ら
な
い
生
活

の
あ
り
方
を
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り

な
ら
び
に
健
康
づ
く
り
の
関
係
者
が

共
同
で
模
索
し
て
、
実
践
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
身
の
健
康
は
自
分
で
守
る
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
、
家
族
ぐ

る
み
で
守
る
べ
き
も
の
で
す
。
町
で

は
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
健
康
を
守

る
「
絆
」
が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
健
康
に
良
い
習
慣
を
次
世

代
、
三
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
姿
勢

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
半
世
紀
は
「
脳
卒
中

の
悲
劇
を
無
く
す
こ
と
」
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
次

の
半
世
紀
は
「
町
民
が
健
や
か
に
老

い
る
こ
と
の
で
き
る
町
」
を
目
指
し

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
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功
績
を
た
た
え
て

◆
井
川
町
功
労
章

昭
和
61
年
に
町
消
防
団
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
25
年
余
の
長
き
に
わ
た
り

職
務
に
精
励
さ
れ
、
町
民
生
活
の
安
定

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

循
環
器
疾
患
対
策
50
周
年
及
び
６
月

１
日
の
町
制
施
行
日
を
記
念
し
、
長
き

に
わ
た
り
町
勢
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
５
氏
へ
『
井
川
町
功
労
章
』
が

授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
町
民
の
健
康
増
進

と
生
活
の
安
定
へ
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

伊藤 弘行さん
（羽 立）

し
た
。
高
齢
者
で
は
、
男
女
と
も
昭

和
50
年
代
か
ら
平
成
初
期
に
か
け

て
、
全
脳
卒
中
の
発
生
率
が
低
下
し

始
め
ま
し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て

は
、
対
策
初
期
に
は
、
高
齢
者
の
脳

梗
塞
の
発
生
率
が
低
下
し
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
対
策
を
長
期
間
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
で
も
脳
梗

塞
の
発
生
率
が
低
下
し
て
き
た
た
め

で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
脳
卒
中
の
有

病
者
数
、
寝
た
き
り
者
数
も
減
少
し

ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
医
療
費
を
検
討
し
た

結
果
、
脳
卒
中
発
生
者
の
減
少
に
よ

り
、
入
院
に
要
す
る
診
療
費
が
抑
制

さ
れ
、
脳
卒
中
の
予
備
群
で
あ
る
高

血
圧
者
の
減
少
に
よ
り
、
入
院
外
の

診
療
費
の
伸
び
が
抑
制
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
59
年
か
ら
平
成
２
年
ま
で

の
老
人
一
人
当
り
の
月
平
均
の
診
療

費
を
入
院
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和

59
年
以
降
、
昭
和
61
年
を
除
い
て
、

全
県
、
秋
田
市
、
近
隣
の
町
村
の
中

で
最
も
低
額
で
あ
り
、
伸
び
も
抑
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
入
院
外
の
診
療

費
も
、
昭
和
59
年
に
は
近
隣
町
村
の

中
で
は
２
番
目
に
低
額
で
、
そ
の
後

も
伸
び
が
抑
え
ら
れ
、
最
も
低
額
を

維
持
し
て
い
ま
し
た
。

《
平
成
３
年
》

・
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
等
以
外
の

保
健
事
業
の
推
進
活
動
を
積
極
的
に

行
い
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ

る
団
体
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
保
健

事
業
推
進
功
労
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

２
・
８
と
ほ
ぼ
半
減
し
ま
し
た
。
脳

卒
中
の
病
型
別
に
み
る
と
、
脳
出
血

が
男
２
・
９
か
ら
０
・
９
に
、
女
２
・

１
か
ら
０
・
７
と
ほ
ぼ
３
分
の
１
に

減
り
、
脳
梗
塞
で
も
男
で
５
・
５
か

ら
３
・
２
に
、
女
で
２
・
１
か
ら
１
・

５
に
減
少
し
ま
し
た
。
脳
出
血
の
減

少
は
高
齢
者
で
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

《
昭
和
50
年
代
後
半
～
平
成
初
め
》

・
社
会
環
境
の
変
化
と
し
て
日
雇
い
、

出
稼
ぎ
が
減
り
、
常
勤
の
勤
務
者
、

兼
業
農
家
が
増
加
、
町
で
も
企
業
誘

致
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
年
世

帯
向
け
の
新
し
い
住
宅
が
建
設
さ
れ

核
家
族
化
が
進
み
は
じ
め
ま
し
た
。

・
一
次
産
業
、
二
次
産
業
、
三
次
産
業

の
従
事
者
の
割
合
は
、
昭
和
40
年
で

は
71
㌫
、
13
㌫
、
６
㌫
、
昭
和
50
年

に
は
42
㌫
、
32
㌫
、
26
㌫
、
平
成
７

年
に
は
16
㌫
、
43
㌫
、
41
㌫
と
変
化

し
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の

勤
務
者
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
加
入
率
は
昭
和
41
年

で
78
㌫
、
昭
和
50
年
が
61
㌫
、
平
成

９
年
で
は
28
㌫
と
大
き
く
低
下
し
、

会
社
で
検
診
を
受
け
て
町
の
健
診
を

受
け
な
い
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

《
昭
和
58
年
》

・
町
の
脳
卒
中
予
防
対
策
の
成
果
を
受

け
て
「
老
人
保
健
法
」
に
よ
り
勤
務

者
以
外
の
40
歳
以
上
の
国
民
が
検
診

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
昭
和
61
年
》

・
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
勤

務
者
が
「
老
人
保
健
法
」
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
の
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

《
昭
和
60
年
代
～
》

・
幅
広
く
全
町
民
を
対
象
に
生
活
改
善

を
呼
び
か
け
る
活
動
（
一
次
予
防
）

を
重
視
し
た
対
策
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
高
血
圧
で
な
い
一

般
の
人
々
を
含
め
た
30
歳
以
上
の
ど

の
年
齢
層
で
も
男
女
を
問
わ
ず
血
圧

の
平
均
値
が
低
下
し
ま
し
た
。

・
問
題
点
と
し
て
、
働
き
盛
り
の
人
々

が
一
年
中
通
し
て
忙
し
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
従
来
の
町
民
各
層
の

組
織
が
活
動
し
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
会
社
で
の
検
診
成
績
は
一
般
に

町
の
保
健
師
や
栄
養
士
の
と
こ
ろ
に

届
け
ら
れ
な
い
の
で
、
生
活
指
導
が

不
十
分
に
な
り
ま
し
た
。
町
の
検
診

の
受
診
率
が
働
き
盛
り
の
年
齢
層
で

低
下
し
て
き
ま
し
た
。

《
昭
和
63
年
》

・
日
本
循
環
器
管
理
研
究
協
議
会
、
心

臓
財
団
主
催
の
第
11
回
日
本
循
環
器

病
予
防
セ
ミ
ナ
ー
が
井
川
町
で
行
わ

れ
、
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ー
ン
教
授
を
は
じ
め
、
50
人
以
上

の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
講
師
、
受
講
者

の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。

《
平
成
初
期
》

・
対
策
当
初
か
ら
、
平
成
５
年
ま
で
の

脳
卒
中
発
生
率
の
変
化
を
検
討
し
た

結
果
、
全
脳
卒
中
の
発
生
率
は
壮
年

層
の
男
性
で
は
平
成
初
期
ま
で
順
調

に
低
下
し
ま
し
た
が
、
女
性
で
は
昭

和
50
年
代
後
半
以
降
、
全
脳
卒
中
の

発
生
率
の
低
下
は
頭
打
ち
と
な
り
ま

昭
和
61
年
に
町
消
防
団
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
25
年
余
の
長
き
に
わ
た
り

職
務
に
精
励
さ
れ
、
町
民
生
活
の
安
定

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊藤 澄男さん
（上 村）

昭
和
59
年
以
来
、
本
町
の
循
環
器
健

診
を
核
と
し
た
健
康
づ
く
り
対
策
の
指

導
実
践
に
あ
た
り
、
町
民
の
健
康
保
持

と
町
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

木山 昌彦さん
（大阪がん循環器病予防センター

　　循環器病予防健診部長　 ）

【
井
川
町
功
労
章
】

○
湊　

秀
光
さ
ん
（
坂 

本
）

昭
和
62
年
に
町
消
防
団
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
25
年
余
の
長
き
に
わ
た
り

職
務
に
精
励
さ
れ
、
町
民
生
活
の
安
定

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
感　

謝　

状
】

町
の
循
環
器
健
診
を
核
と
し
た
健
康

づ
く
り
対
策
の
指
導
及
び
実
践
に
あ
た

り
、
町
民
の
健
康
保
持
・
増
進
に
寄
与

さ
れ
た
方
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
以
来
、
本
町
の
循
環
器
健

診
を
核
と
し
た
健
康
づ
く
り
対
策
の
指

導
実
践
に
あ
た
り
、
町
民
の
健
康
保
持

と
町
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

北村 明彦さん
（大阪がん循環器病予防

　 センター副所長　 ）
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《
平
成
９
年
》

・
東
部
診
療
所
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

・
井
川
町
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

《
平
成
10
年
～
》

・
循
環
器
健
診
時
に
各
種
が
ん
検
診
が

併
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

《
平
成
11
年
～
》

・
健
康
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

・
健
診
実
施
会
場
を
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
一
箇
所
と
し
ま
し
た
。

・
中
学
生
の
生
活
習
慣
改
善
事
業
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
後

に
小
学
生
に
も
実
施
）。

《
平
成
12
年
》

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
さ
く
ら
苑
）

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

《
平
成
15
年
～
》

・
昭
和
53
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
実
施

し
た
４
年
で
一
巡
す
る
重
点
地
区
方

式
か
ら
、
30
歳
以
上
の
町
内
希
望
者

全
員
を
対
象
と
す
る
方
式
に
変
更
し

ま
し
た
。

《
平
成
17
年
～
》

・
40
、
45
、
50
、
55
、
60
歳
の
方
を
対

象
と
す
る
節
目
健
診
を
実
施
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

《
平
成
20
年
～
》

・
全
国
的
に
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者

全
員
に
対
す
る
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
町
で
は
国
保
以
外
の
住
民
も
対

象
と
し
た
循
環
器
健
診
を
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

《
平
成
４
年
～
》

・
健
診
の
受
診
勧
奨
対
策
と
し
て
、
町

内
事
業
所
で
衛
生
教
育
、
重
点
地
区

健
康
教
育
実
施
、
健
康
づ
く
り
推
進

員
と
の
懇
談
会
、
翌
年
度
の
重
点
対

象
地
区
に
夜
間
の
健
康
教
室
開
催
な

ど
に
順
次
と
り
組
み
ま
し
た
。

《
平
成
６
年
》

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
ゆ
う
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

《
平
成
７
年
～
》

・
循
環
器
健
診
の
結
果
説
明
会
を
実
施

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
井
川
さ
く
ら
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

《
平
成
８
年
》

・
町
内
に
介
護
老
人
保
健
施
設
（
翠
香

苑
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

社
会
環
境
医
学
講
座
公
衆
衛
生
学

准
教
授　

大
平　

哲
也
さ
ん

○
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

社
会
環
境
医
学
講
座
公
衆
衛
生
学

助
教　

今
野　

弘
規
さ
ん

○
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

予
防
健
診
部　

中
村　

雅
一
さ
ん

○
健
康
づ
く
り
推
進
員

山
崎
ス
ゞ
ヱ
さ
ん
、
小
玉　

満
江
さ
ん

小
林　

秋
子
さ
ん
、
湊　
　

君
子
さ
ん

渡
辺　

育
子
さ
ん
、
鈴
木　

恵
子
さ
ん

渡
部
由
美
子
さ
ん
、
勝
田　

テ
ル
さ
ん

児
玉
真
紀
子
さ
ん
、
三
浦　

昭
子
さ
ん

児
玉　

俊
夫
さ
ん

○
食
生
活
改
善
推
進
員

工
藤　

節
子
さ
ん
、
小
林
ミ
ヨ
子
さ
ん

鈴
木　

恵
子
さ
ん
、
伊
藤　

悦
子
さ
ん

小
武
海
イ
サ
さ
ん
、
鷲
谷
ト
ミ
子
さ
ん

伊
藤
三
枝
子
さ
ん
、
金
野　

道
子
さ
ん

【
表　

彰　

状
】

健
康
づ
く
り
対
策
の
重
要
性
を
よ
く

認
識
さ
れ
、
地
域
住
民
が
協
力
し
合
い

健
診
受
診
率
の
向
上
に
つ
と
め
ら
れ
た

町
内
会
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
表
彰
町
内
会

井
内
町
内
会
、
館
岡
町
内
会

赤
沢
町
内
会
、
大
倉
町
内
会

宇
治
木
町
内
会
、
新
間
町
内
会

小
今
戸
町
内
会
、
羽
立
町
内
会

家
庭
向
け
に
安
価
な
外
国
産
米
が

結
構
な
人
気
で
、
大
手
ス
ー
パ
ー
が

本
格
的
に
売
り
出
し
、
牛
丼
や
回
転

ず
し
で
も
国
産
米
を
外
米
に
切
り
換

え
る
動
き
が
あ
る
と
、
新
聞
記
事
で

読
ん
だ
。
デ
フ
レ
経
済
の
下
で
不
振

の
消
費
を
取
り
戻
す
商
品
構
成
は
理

解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま

さ
か
家
庭
の
主
食
に
ま
で
外
米
が
入

る
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
米

の
売
り
込
み
を
画
策
し
た
当
時
か

ら
、
日
本
米
と
同
じ
中
粒
種
の
生
産

量
に
は
限
界
が
あ
り
、
家
庭
ま
で
は

入
ら
ず
、
外
食
産
業
向
け
の
長
粒
種

が
強
敵
と
の
想
い
を
抱
い
て
今
日
ま

で
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
何
と
今
回
の

主
役
は
中
国
産
の
中
粒
種
だ
っ
た
。

虚
を
突
か
れ
た
感
じ
で
、
い
さ
さ
か

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
家
庭
ま
で
外

米
が
入
る
ほ
ど
デ
フ
レ
が
深
刻
な
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
も
し
か
し
て
原

発
事
故
を
契
機
に
安
全
志
向
が
も
た

ら
し
た
結
果
な
の
か
？

日
本
の
米
の
消
費
の
半
分
は
外
食

が
占
め
て
い
る
。
こ
の
調
子
で
は
私

た
ち
は
米
さ
え
も
外
米
と
知
ら
ず
に

食
べ
る
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
飲
食
の
日
本
は
輸
入

大
国
で
も
あ
る
。
一
杯
の
そ
ば
で
純

粋
の
国
産
は
水
だ
け
と
い
う
自
虐
的

な
話
も
あ
る
が
、
事
実
は
そ
の
通
り

で
、
そ
ば
粉
も
し
ょ
う
油
の
原
料
の

大
豆
も
外
国
産
に
は
違
い
な
い
。
我

家
の
食
卓
を
振
り
返
っ
て
も
、
サ
バ

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
正
月
の
酢
だ
こ
は

ア
フ
リ
カ
産
、
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
は
ア

メ
リ
カ
、
か
ぼ
ち
ゃ
は
メ
キ
シ
コ
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、納
豆
の
原
料
は
ア
メ
リ
カ
等
々
、

加
工
品
を
加
え
れ
ば
世
界
中
の
産
物

が
日
常
の
風
景
に
な
っ
て
い
る
。

少
し
古
い
数
字
だ
が
、
二
〇
〇
〇

年
の
日
本
全
体
の
最
終
食
料
消
費
支

出
は
八
〇
兆
円
で
当
時
の
国
家
予
算

に
匹
敵
す
る
。
こ
の
う
ち
国
内
農
林

産
物
へ
振
り
分
け
ら
れ
る
支
出
は
、

わ
ず
か
九
兆
六
〇
〇
〇
億
円
、
国
内

水
産
業
二
兆
五
〇
〇
〇
億
円
、
輸
入

農
水
産
物
三
兆
二
〇
〇
〇
億
円
だ

（
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
榊
田
み

ど
り
氏
／
講
演
レ
ジ
メ
よ
り
）。
差

額
の
約
六
五
兆
円
は
、
ど
こ
へ
行
く

の
か
？ 

こ
の
数
字
は
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
？

差
額
は
流
通
業
、
加
工
業
、
外
食

産
業
へ
流
れ
、
ズ
バ
リ
日
本
の
農
林

漁
業
の
低
迷
を
意
味
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
今
や
農
家
で
さ
え
も
輸
入
野

菜
を
消
費
し
、
若
い
世
代
に
と
っ
て

は
『
食
』
は
作
る
も
の
か
ら
買
う
も

の
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
観
が

あ
る
。
飲
食
の
日
本
は
“
崩
食
”
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
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今
後
も
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、

生
育
診
断
に
基
づ
い
た
肥
培
管
理
や

病
害
虫
予
防
等
に
つ
い
て
、
適
切
な

指
導
と
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
の

各
種
交
付
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
米

作
の
所
得
補
償
交
付
金
、
畑
作
物
の

所
得
補
償
交
付
金
及
び
水
田
活
用
の

所
得
補
償
交
付
金
の
う
ち
、
戦
略
作

物
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
前
年
同
様

の
単
価
設
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
産
地
資
金
・
県
の
重
点
品

目
産
地
づ
く
り
交
付
金
及
び
町
の
出

荷
奨
励
金
を
活
用
し
、
い
ず
れ
も
十

㌃
当
た
り
、
枝
豆
に
は
四
万
円
に
出

荷
助
成
金
一
キ
ロ
三
十
円
の
加
算
、

カ
ボ
チ
ャ
に
四
万
円
、
地
力
増
進
作

物
に
二
万
円
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
連
担

の
大
豆
に
三
万
八
千
円
等
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
連
担
大
豆
に
つ
き

ま
し
て
は
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中

旬
に
実
施
す
る
転
作
確
認
の
状
況
に

応
じ
単
価
を
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
交
付
申
請
手
続
き
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
業
者
に
申
請
用
紙
を

配
布
し
回
収
済
み
で
あ
り
、
内
容
を

確
認
し
た
後
、
東
北
農
政
局
秋
田
地

域
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
歯
科
診
療
の
単
独
事
業
を
拡
大

口
腔
衛
生
や
う
歯
予
防
対
策
の
推

進
等
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
町
単
独
の
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
と
し
て
中
学
校
就
学
前
（
小
学

生
）
ま
で
の
児
童
の
歯
科
診
療
費
の

自
己
負
担
額
の
無
料
化
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
う
歯

の
早
期
治
療
や
予
防
対
策
の
推
進
に

寄
与
し
、
う
歯
本
数
の
減
少
と
い
っ

た
効
果
に
繋
が
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

県
で
は
、
八
月
か
ら
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
を
中
学
校
就
学
前
（
小
学

生
）
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、

本
町
で
行
っ
て
い
る
歯
科
診
療
に
つ

い
て
も
県
の
制
度
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
く
か
ら
生
涯
に
わ
た
る
口
腔
衛

生
に
取
り
組
ん
で
い
る
本
町
と
し
て

は
、
こ
れ
を
契
機
に
中
学
生
の
歯
科

診
療
分
を
無
料
と
し
、さ
ら
に
「
歯
」

の
重
要
性
や
う
歯
予
防
に
取
り
組
む

と
と
も
に
早
期
治
療
の
必
要
性
を
啓

蒙
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

が
れ
き
処
理
に
つ
い
て

岩
手
県
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
災
害

廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

去
る
五
月
三
十
一
日
、
八
郎
湖
周
辺

清
掃
事
務
組
合
議
会
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
管
理
者
か
ら
災
害
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
の
可
否
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
の
施
設
は
、
一
日
当
た
り

六
十
ト
ン
処
理
の
小
規
模
施
設
の
た

め
、
ご
み
貯
留
槽
の
投
入
扉
は
一
般

的
な
ご
み
専
用
パ
ッ
カ
ー
車
に
対
応

し
た
寸
法
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
が

れ
き
運
搬
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
大

型
車
輌
の
直
接
投
入
が
困
難
で
あ
る

こ
と
。
加
え
て
ご
み
貯
留
槽
に
直
接

投
入
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
敷
地

内
に
野
積
み
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

新
た
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、

燃
焼
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
組
合
と
し
て
支
援
し
た
い
思
い

は
あ
る
も
の
の
、
災
害
廃
棄
物
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

行
政
報
告
要
旨

６
月
定
例
議
会
が
６
月
14
日
か
ら

15
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
町
長
の
行
政
報
告
に

引
き
続
き
５
議
員
か
ら
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
町
か
ら
上
程
し
た

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等

14
案
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意

さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。
行
政
報
告

の
要
旨
、
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6月定例会議
会
①
農
業
・
農
政
に
つ
い
て

水
稲
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
四
月

三
日
～
四
日
の
強
風
に
よ
り
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
等
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
も
の
の
、
播
種
直
後
も
し
く

は
播
種
前
の
被
災
で
あ
っ
た
た
め
、

水
稲
苗
へ
の
被
害
は
比
較
的
軽
微
で

済
み
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
の
播
種
作
業
は
四
月

一
日
頃
か
ら
始
ま
り
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
補
修
や
設
置
が
終
了
し
た
四
月
下

旬
ま
で
続
き
ま
し
た
。
播
種
後
は
、

異
常
高
温
や
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
資

材
が
新
し
い
こ
と
も
重
な
り
、
高
温

障
害
に
よ
る
出
芽
不
良
、
苗
立
枯
症

状
な
ど
、
例
年
よ
り
多
く
み
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
田
植
え
作
業
は
五
月
六
日

頃
か
ら
始
ま
り
、
最
盛
期
は
五
月

十
六
日
と
平
年
よ
り
三
～
四
日
程

度
の
遅
れ
が
あ
り
、
終
期
は
五
月

二
十
八
日
頃
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
田
植
え
期
は
比
較
的
好
天

に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
強
風
日
に
田

植
え
を
行
な
っ
た
圃
場
で
は
若
干
、

代
枯
れ
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、追
肥
、

深
水
管
理
で
の
対
応
に
よ
り
、
現
在

は
回
復
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。
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□■□６月定例町議会□■□

④
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て

先
に
発
注
し
た
役
場
庁
舎
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
定
住
促
進
セ

ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
三
施
設

と
も
平
成
二
十
五
年
度
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
申
請
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
設
置
を
予
定
す
る
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
耐
荷
重
を
考
慮
し
て
、

判
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に
、
役
場
庁
舎
に
つ
い

て
で
す
が
、「
要
補
強
建
物
判
定
基

準
」
に
該
当
し
、
耐
震
補
強
等
の
対

策
が
必
要
有
り
と
の
指
摘
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
庁
舎
二
階
部
分
は
、
会

議
室
等
の
部
屋
が
「
壁
」
に
よ
っ
て

区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

五
十
六
年
六
月
以
前
の
基
準
に
基
づ

き
建
築
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
必
要
耐
震
性
能
を
有
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
一
階
部
分
は
開
口

部
分
が
大
き
い
こ
と
か
ら
必
要
耐
震

性
能
を
有
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。
補
強
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
外
観
、
利
用
状
況
、
施
工
方
法
等

を
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
で
す
が
、
役
場
庁
舎
と
同

じ
く
「
要
補
強
建
物
判
定
基
準
」
に

該
当
し
、
耐
震
補
強
対
策
の
必
要
有

り
と
の
指
摘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

◇可決された案件等◇
□公共下水道幹線管渠整備事業の実施に伴い、井川町
辺地総合整備計画を変更しました。

□平成 24 年度一般会計補正予算に歳入歳出それぞれ
6,890 万円を追加し、予算総額を 26 億 7,470 万円と
しました。
〔補正の主な内容〕
・災害時における住民の避難や緊急車両の進入を確保
するための町道下村谷地中線避難路整備工事費

	 	 5,652 万 5 千円の追加
・災害時の緊急物資とする資機材や備蓄品の購入費
	 	 270 万 2 千円の追加
・県の福祉医療費助成制度が中学校就学前まで拡充さ
れることに伴い、小学校児童に対して行なってきた
歯科診療費助成（町単独事業分）を中学生まで拡充
する経費として	 98 万 9 千円の追加

□平成 24 年度井川町下水道事業特別会計補正予算に
歳入歳出それぞれ 2,060 万円を追加し、予算総額を
3億 5,680 万円としました。
〔補正の主な内容〕
・公共下水道整備工事の工事内容を圧送方式に加え、
一部を自然流下方式に変更するとともに下流マン
ホールポンプの変更等に係る費用として

	 	 1,878 万 1 千円の追加

□任期の満了に伴い、井川町人権擁護委員に遠藤政勝
さん（今戸）が再選されました。

補
強
必
要
箇
所
は
二
階
和
室
に
係
る

せ
り
出
し
部
分
が
主
で
あ
り
、
建
物

西
側
に
つ
い
て
外
観
、
施
工
方
法
等

を
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
し
た
場
合
、
荷
重
が
増
え
る
こ
と

か
ら
屋
上
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
撤
去
等

軽
量
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
「
要
補
強
建
物
判
定
基
準
」

に
該
当
し
な
い
と
の
判
断
を
受
け
て

お
り
ま
す
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
架

台
の
位
置
、
荷
重
等
に
よ
っ
て
は
補

強
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
施
工
方
法
等
を
含
め
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の

開
催
状
況
に
つ
い
て

本
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

は
、
去
る
五
月
二
十
四
日
か
ら
六
月

六
日
ま
で
の
実
質
十
日
間
の
日
程
で

全
二
十
九
町
内
を
対
象
と
し
て
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

会
で
は
、
始
め
に
今
年
度
の
主
要

施
策
や
建
設
事
業
、
建
設
中
の
中
学

校
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

町
政
全
般
に
対
し
て
質
疑
応
答
や
各

町
内
が
抱
え
て
い
る
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

町
民
か
ら
の
意
見
の
主
な
も
の

は
、
除
雪
方
法
や
排
雪
に
つ
い
て
、

道
路
・
側
溝
整
備
、
中
学
校
建
設
、

無
料
巡
回
バ
ス
、
環
境
美
化
（
ご
み

の
不
法
投
棄
等
）、
住
宅
用
の
火
災

警
報
装
置
の
設
置
、
分
館
に
発
電
機

の
設
置
、
湖
東
病
院
の
建
設
に
つ
い

て
等
、
多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
協
議
し
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
出
席
者
に
よ
る
役
場
庁
内
で
の

検
討
会
で
協
議
し
、
早
急
に
今
後
の

町
政
運
営
に
活
か
す
と
と
も
に
、
各

町
内
会
に
も
伝
え
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
へ
は
、
三
百
四
十
名
の
方
々
か
ら

出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

⑥
平
成
二
十
三
年
度
町
税
等
の

収
納
状
況
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
町
税
等
の

収
納
状
況
に
つ
い
て
は
、
個
人

町
民
税
の
収
納
率
は
現
年
度
分

九
十
八
・
九
九
㌫
、
滞
納
繰
越
分
を

含
め
九
十
六
・
六
八
㌫
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
現
年

度
分
九
十
八
・
七
九
㌫
、
滞
納
繰

越
分
を
含
め
九
十
五
・
六
〇
㌫
と

な
り
、
軽
自
動
車
税
は
現
年
度
分

九
十
七
・
九
六
㌫
、
滞
納
繰
越
分
を

含
め
九
十
四
・
五
六
㌫
の
収
納
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
三
税
の
全
体

で
は
、
現
年
度
分
九
十
八
・
八
三
㌫
、

滞
納
繰
越
分
を
含
め
九
十
五
・
九
一

㌫
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

現
年
度
分
で
〇
・
〇
一
ポ
イ
ン
ト
の

増
、
滞
納
繰
越
分
を
含
め
た
合
計

で
は
〇
・
五
四
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
に
つ
い
て
は
現
年
度
分

九
十
・
六
〇
㌫
、
滞
納
繰
越
分
を
含

め
七
十
二
・
九
九
㌫
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
も
、

納
税
者
の
実
態
に
添
っ
た
納
付
計
画

書
の
提
出
を
求
め
な
が
ら
計
画
的
臨

戸
徴
収
を
強
化
し
、
新
規
の
滞
納
者

が
出
な
い
よ
う
徴
収
率
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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３
４
０
人
が
参
加
し
意
見
を
交
わ
す

平
成
24
年
度
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

が
、
５
月
26
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で
の

実
質
９
日
間
の
日
程
で
、
全
29
町
内
会

各
分
館
等
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
町
か
ら
の
連
絡
事
項
と
し

て
、
巡
回
バ
ス
の
利
用
状
況
、
国
保
税

の
税
率
改
定
と
町
税
の
納
期
内
完
納
へ

の
お
願
い
、
循
環
器
健
診
の
実
施
に
つ

い
て
、介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て
、

災
害
時
要
支
援
者
避
難
支
援
計
画
の
策

定
に
向
け
た
協
力
要
請
、
下
水
道
水
洗

化
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
役
場
各
課

長
等
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

分
館
整
備
か
ら
時
間
も
経
過
し
て
、

屋
根
の
塗
装
が
必
要
な
時
期
と
な
っ
て

い
る
が
、
町
の
助
成
は
あ
る
の
か
。

答　

分
館
屋
根
の
塗
装
は
町
が
実
施
し
ま

す
。
経
過
年
数
や
状
況
を
確
認
し
、
必

要
な
箇
所
を
順
次
実
施
し
ま
す
。

問　

巡
回
バ
ス
で
朝
の
電
車
時
間
に
間
に

合
わ
な
い
路
線
が
あ
る
の
で
、
改
善
し

て
い
た
だ
け
な
い
か
。
ま
た
、
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
一
人
も
乗
っ
て
い
な
い
場

合
が
見
ら
れ
る
が
、
時
間
毎
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
て
、
路
線
を
改
善
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
に
併
せ
て
、
バ
ス

時
刻
の
改
正
を
行
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
運
行
の
時
間
帯
や
利
用
者
の
状
況

を
勘
案
し
て
不
適
合
な
路
線
が
あ
れ
ば

今
後
、
改
善
を
検
討
し
ま
す
。

問　

納
税
組
合
制
度
は
町
と
し
て
必
要
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

納
税
組
合
が
あ
る
こ
と
で
収
納
率
が

高
い
こ
と
は
事
実
で
す
。
近
年
は
個
人

情
報
保
護
の
関
係
も
あ
り
組
織
の
存
続

に
対
し
て
、
厳
し
い
意
見
が
あ
る
こ
と

も
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
方

に
は
口
座
振
替
で
の
納
付
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

問　

少
子
化
対
策
は
、
ど
う
進
め
て
い
る

の
か
。
企
業
誘
致
な
ど
と
い
っ
た
施
策

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
と
若

年
者
の
定
住
を
図
る
こ
と
も
一
つ
の
手

段
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
済
情
勢

の
中
で
の
実
現
は
厳
し
い
で
し
ょ
う
。

少
子
化
の
一
番
の
問
題
は
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
世
代
が
少
な
い
こ
と
。
こ

れ
は
本
町
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
問
題

と
言
え
ま
す
。

問　

高
齢
化
が
進
み
跡
継
ぎ
が
い
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し

町
の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

県
で
は
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
い
る

よ
う
だ
が
。

答　

町
で
も
県
の
結
婚
相
談
支
援
事
業
に

参
画
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
有
効
な

手
段
は
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
。

　

価
値
観
が
多
様
化
し
、
地
方
で
も
若
年

層
を
中
心
に
核
家
族
志
向
が
強
く
、
親

と
同
居
し
な
い
こ
と
が
結
婚
の
条
件
と

な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
同
居
の
有
無
の
み
で

判
断
せ
ず
、
支
援
し
合
え
る
範
囲
内
で

生
活
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た

面
か
ら
、
家
族
と
い
う
も
の
の
あ
り
方

を
考
え
直
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
時
期

を
迎
え
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

災
害
時
に
は
各
町
内
分
館
が
避
難
所

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
内
会
に
も

発
電
機
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
。

答　

主
要
な
町
関
連
施
設
に
は
自
家
発
電

機
を
整
備
済
み
で
あ
り
ま
す
。
分
館
等

へ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

ま
す
。

問　

分
館
の
外
壁
に
腐
食
が
見
つ
か
っ
た

が
、
分
館
の
修
理
修
繕
は
町
内
負
担
で

行
な
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

答　

工
事
費
が
５
万
円
を
超
え
る
場
合
は

町
内
会
で
３
分
の
１
を
負
担
い
た
だ

き
、
残
り
は
町
で
負
担
し
ま
す
。

まちづくり懇談会

そ
の
後
、
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
要
望

事
項
や
町
政
全
般
に
関
す
る
質
疑
を
受
け

町
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
の
内
訳
と
し
て
は
、
①
地
域
の
防

災
対
策
に
関
す
る
話
題
が
最
も
多
く
、
続

い
て
、
②
町
内
会
組
織
や
分
館
の
管
理
、

③
道
路
・
側
溝
の
維
持
管
理
、
④
下
水
道

（
農
業
集
落
排
水
）
の
整
備
・
管
理
、
⑤

町
民
体
育
大
会
及
び
各
種
町
内
ス
ポ
ー
ツ

行
事
の
あ
り
方
、
⑥
町
政
全
般
に
関
す
る

こ
と
、
⑦
環
境
衛
生
・
ご
み
処
理
、
⑧
除

雪
な
ど
に
対
し
て
、
意
見
や
要
望
が
多
く

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
で
出
さ
れ
た
主
な
質
問
及
び
意
見
の

一
部
と
町
か
ら
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

平成24年度
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TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより 井川町公民館

のいい顔 み～つけた！街

教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室
4日､ 11日､ 18日､ 25日

初級コース18:30から
中級コース19:30から

井川町公民館

和太鼓サークル 14日、28日17：00 ～ 井川町公民館

井川高齢大学
大 学 院 26 日（木）    9：30 ～ 井川町公民館

７月の公民館活動

伝　言　板
みんなと楽しく活動してみませんか

町民トレッキング参加者募集！

標高 2,236 ｍで東北第二の日本百名山である「鳥

海山」を登ります。鳥海山には様々な登山コースが

ありますが、今回は登山道も整備されたにかほ市側

からの登山し、可憐に咲き誇る高山植物群を楽しみ

ます。

□日　時　7 月 22 日（日）午前 7 時出発

□集　合　井川町公民館　

□行　先　鳥海山・獅子ヶ鼻湿原

□募　集　先着 30 人  ※定員になり次第締切り。

□参加費　大人 600 円（写真代、保険等）

いきいき町民セミナー
「野菜ソムリエと楽しいクッキング」

身近な野菜等を使ったお話とそれを使って楽しい

クッキングを行います。

□日　時　7 月 27 日（金）午前 10 時～午後 1 時

□会　場　井川町公民館　

□内　容　旬の野菜のお話とそれを使った料理実演

□講　師　野菜ソムリエ・板垣裕子 氏

□材料費　500 円

□募　集　30 人（申込み先着順）

※ 7 月 18 日（ 水 ） ま で に 井 川 町 公 民 館（ 電 話

874-4422 有線 4443）へお申込みください。　

町民体育大会「大会テーマ」募集！

教育委員会では、8 月 26 日開催予定の第 51 回

町民体育大会の大会テーマを募集します。

★テーマの文字数：20 字以内

★応募方法　公民館、体育館に備え付けの応募用紙

に記入し、提出してください。

★応募締切　7 月 20 日（金）まで

※選考委員会で審査して最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点

を選出し、本大会の開会式で表彰します。

 「全町子ども大会・夏まつり」

いかわっ子たちが日本国花苑に大集合！トレ

ジャーハンターなどで交流します。

□日　時　8 月 5 日（日）午前 8 時から

□会　場　日本国花苑

□対　象　幼児、小・中学生

□内　容　トレジャーハンター（予定）

※雨天等でやむを得ず中止する場合は、有線放送で

お知らせします。

あつまれ！いかわっこ in 今戸児童館

今戸児童館を会場に開催しますが、井川町の子ど

も誰でも参加できます。

□日　時　８月 4 日（土）～ 5 日（日）

□会　場　今戸児童館および實相院

□内　容　お寺（實相院）へ宿泊して、座禅その他

レクリエーション等　いろいろ（お楽しみに）

□対象／募集人数　小学生／ 30 人

※申込用紙は 7 月 10 日（火）から今戸児童館にて

配布しますが、受付は 7 月 24 日 ( 火 ) からにな

ります。なお、定員になり次第締め切ります。

【お申込み・問い合わせ先】
今戸児童館まで（有線 2200）
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10-1

10-5 地域花だんへ花苗植え
老人クラブ・井川小中学生が花植え作業

この日、各町内の地域花だんでは井川小・
中学生と老人クラブ会員による花苗植え作業
が行われました。早朝より、あいにくの雨天
に見舞われたものの、生徒たちは老ク会員ら
の助言を受けながら花苗を丁寧に植えていき
ます。日頃、接する機会の少ない地域の子ど
もたちとの交流に、参加した高齢者たちから
も自然と笑顔が溢れていました。

みんなの手で美しい水辺環境を守ろう
－八郎湖岸クリーンアップ－

早朝 5 時、６月第一日曜日の恒例行事と
なった八郎湖岸クリーンアップが、湖東周辺
市町村で一斉に行われ、井川町区域の約３㌔
に渡る堤防沿いでも、水辺環境の美化につと
める地域の方々の姿が見られました。

地域共有の資源である八郎湖の景観や環境
を保全しようと、町から約 200 人の町民が
参加、湖岸域のごみ除去に汗を流しました。

10-3 10-2

運動と笑顔で “きずな ”を強める
－町内会運動会－

初夏を迎え、快晴にも恵まれた６月上旬の
休日、町内各所では、町内会主催の運動会が
行なわれ、時に笑いあり、また一方では真剣
勝負ありのレクリエーション競技を楽しむ、
地域の方々の姿が見られました。

短距離走やリレーなどの徒競走に加えて、
ジュース早飲み競争や綱引き、またグラウン
ドゴルフなど各町内会独自に趣向する内容に
参加者たちの笑顔あふれる一日でした。

6/3

6/6
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スポーツの結果です

11-2町税等の納期内完納にご協力をお願い
第 1 回納税貯蓄組合長会議

この日、役場大会議室では平成 24 年度井川町
納税貯蓄組合長会議が開催され、納付書の配布と
町税等の賦課概要説明が行なわれました。

会では各地区組合長へ委嘱状が交付された後、
町長が「町民のみなさんから納めていただく税金
を大切にすることは当然のこと、無駄を無くし、
より効果的な施策展開に努めたい」とあいさつし、
納期内完納に向け、理解と協力を求めました。

11-3ばら愛好家らの交流に花を添えて
日本国花苑バラ園で「ばら感謝ディ」を開催

６月中旬、日本国花苑内バラ園では、華やかな
薔薇の花々が大輪の花をつけ、紅色をはじめとし
濃桃、黄色など色とりどりのバラが鮮やかに咲き
競い、甘く優雅な香りを漂わせています。

６月 23 日には、町内のバラ愛好家たちが組織
する井川バラ会の主催による「ばら感謝デー」が
開催され、時折、小雨が降る天候にもかかわらず
多くの来園者で賑わっていました。

6/16-17

潟上市・南秋田郡中学校総合体育大会

【野　　　球】		  第３位　井川中学校

【卓球／女子】	 団体	 準優勝　井川中学校（※）

		  個人	 準優勝　澤石　愛実（※）

			   ベスト８　高橋　華帆

【柔道／男子】	 団体	 優　勝　井川中学校（※）

		 個人 81㎏級	 優　勝　菅生　颯太（※）

		  66㎏級	 優　勝　岩谷　一樹（※）

		   〃	 第３位　伊藤　樹生

		  60㎏級	 優　勝　澤橋　海斗（※）

		  55㎏級	 優　勝　貝田　伊織（※）

		  50㎏級	 第３位　伊藤　凌祐

		  　 〃	 第３位　松岡　　遊

【柔道／女子】

		  個人 44㎏級	 第３位　小沼美沙樹

（※）全県大会へ出場します

功
績
を
た
た
え
て

11-1

《
秋
田
県
都
市
緑
化
功
労
者
知
事
表
彰
》

井
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
16
支
部

会
員
数
８
２
６
人
で
組
織
さ
れ
、
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
推
進
事
項
の
一
つ
に
掲
げ

地
域
に
お
い
て
花
の
あ
る
き
れ
い
な
町
づ

く
り
に
努
め
て
き
て
い
る
ほ
か
、「
花
の

あ
る
町･

ゴ
ミ
の
な
い
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
敬
老
感
謝
一
斉
清
掃
」
活
動
を
実

施
す
る
な
ど
、
地
域
の
美
化
活
動
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、『
第
23
回
全
国
「
み
ど
り

の
愛
護
」
の
つ
ど
い
』
の
秋
田
県
開
催
に

あ
た
り
、
都
市
緑
化
功
労
者
秋
田
県
知
事

表
彰
の
授
与
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

井川町老人クラブ連合会役員のみなさん

6/16-17

6/6

6/23
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経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳

未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
、
保
険

料
を
納
め
忘
れ
（
未
納
）
の
状
態
に
し
て
お

く
と
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
し
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
国
民
年
金
】
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
運
動
で
す
。

犯
罪
等
防
止
と
更
正
援
助
へ
ご
理
解
を

こ
の
運
動
は
保
護
司
や
更
正
保
護
女
性

会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
小
・
中
学
校

P
T
A
、
防
犯
指
導
員
、
防
犯
協
会
な
ど
多

く
の
方
々
の
協
力
と
活
動
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
町
内
や
学
校
等
へ
の

訪
問
や
、
井
川
さ
く
ら
駅
等
で
の
街
頭
宣
伝

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
５
／
有
線 

４
４
３
１

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
実
施

県
の
婚
姻
率
（
人
口
千
人
に
対
す
る
婚
姻

数
）
は
平
成
22
年
で
４
・
０
と
な
り
、
平
成

12
年
以
来
11
年
連
続
で
最
下
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
の
平
均
初
婚
年
齢

は
夫
が
30
・
２
歳
、
妻
が
28
・
４
歳
と
な
っ

て
お
り
、
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。

県
と
町
で
は
、
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
で

あ
る
未
婚
化
、
晩
婚
化
対
策
と
し
て
出
会
い

や
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
出
会
い
・
結
婚
支
援
活
動
」
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て『
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
』

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は
、
県
に
登
録
し
、
各
地
域

で
出
会
い
や
結
婚
に
関
す
る
お
世
話
や
ア
ド

バ
イ
ス
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
開
催
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
な
ど
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話 

０
８
０
０
―
８
０
０
―
０
４
１
３
（
フ
リ
ー 

ダ
イ
ヤ
ル

）

井
川
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線 

４
５
６
２

『
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
募
集
中

保
険
料
の
免
除
等
の
手
続
き
は
、
住
民
登

録
を
し
て
い
る
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓

口
へ
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
請
書

は
、市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
の
ほ
か
、

年
金
事
務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
、
平
成

24
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
24
年

７
月
か
ら
平
成
25
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対

象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
毎

年
度
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
継
続
し
て
免

除
等
を
受
け
ら
れ
る
方
も
、
お
忘
れ
な
く
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
24
年
７
月
に
申
請
す
る
場
合

は
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
平
成
24
年
６
月
分

ま
で
の
期
間
（
前
一
年
間
分
）
に
つ
い
て
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
７
月
に
、
前
一
年
間
分
の
免
除
等
を
申
請

さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
２

□内容　AEDを用いた心肺蘇生法

□日時　7月15日（日）９時～12時

（毎月第３日曜日に実施）

□場所　湖東地区消防本部

※講習は無料です。受講を希望する方

は前日までに申込みください。

【問い合わせ】湖東地区消防本部
電話018-874-2420

「定期救命講習」のお知らせ

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

7月

く

情
らし

報
の
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の7月
　４日（水）	 老人グラウンドゴルフ大会
		  （日本国花苑）

１４日（土）	 国公立幼稚園ＰＴＡ協議会
		  （井川町農村環境改善センター）

１９日（木）	 井川町老人クラブ大会
		  （井川町農村環境改善センター）

２２日（日）	 県消防協会	男鹿・潟上・南秋支部
	 消防操法大会	 （日本国花苑）

　　〃	 町民トレッキング
		  （鳥海山獅子ヶ鼻湿原）

２６日（木）	 井川町農業委員会総会
		  （井川町役場大会議室）

８月
　５日（日）	 全町子ども大会・夏まつり
		  （日本国花苑）

国
の
電
力
需
給
対
策
と
町
の
節
電
目
標

国
が
示
し
た
電
力
供
給
対
策
に
よ
る
と
、

東
北
電
力
管
内
の
電
力
需
給
見
通
し
は
、
８

月
の
供
給
力
が
１
４
７
５
万
㌔
ワ
ッ
ト
に
対

し
て
、需
要
は
１
４
２
２
万
㌔
ワ
ッ
ト
（
※
）

で
あ
り
、
供
給
予
備
力
が
53
万
㌔
ワ
ッ
ト
、

予
備
率
は
３
・
８
㌫
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
節
電
効
果
50
万
㌔
ワ
ッ
ト
、
需
給
状
態
が

逼
迫
し
た
際
に
電
力
の
使
用
を
抑
制
す
る

随
時
調
整
契
約
発
動
分
12
万
㌔
ワ
ッ
ト
、

緊
急
設
置
電
源
の
新
設
、
火
力
発
電
所
の

増
出
力
な
ど
、
需
給
両
面
に
わ
た
る
対
策

を
最
大
限
織
り
込
ん
だ
も
の
。

こ
の
こ
と
か
ら
最
低
限
必
要
と
な
る
予
備

率
３
㌫
は
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

や
、
東
北
電
力
管
内
の
震
災
被
災
地
の
復
興

需
要
に
配
慮
し
て
、
国
で
は
「
数
値
目
標
を

伴
わ
な
い
節
電
」
を
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
町
に
お
い
て
は

よ
り
実
効
性
の
あ
る
節
減
成
果
を
期
待
し
、

町
民
生
活
や
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
、
行
政
、
事
業
者
、
町
民
各
々
が
主
体
的

に
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
む
べ
く
、

夏
季
の
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

夏
季
の
使
用
最
大
電
力（
ピ
ー
ク
時
の
電
力
）

を
平
成
22
年
度
対
比
で
15
㌫
以
上
抑
制
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
各
ご
家
庭
や
事
業
所

等
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
不
要
不
急
な
電
力

消
費
を
抑
え
た
節
電
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

15
㌫
節
電
目
標
に
向
け
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
と
行
動
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
れ
ま
で
も
各
家
庭
や
事
業
所
に
お
い
て

積
極
的
に
節
電
対
策
へ
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
夏
季
の
電

力
使
用
ピ
ー
ク
時
の
電
力
需
給
抑
制
に
向
け

て
、
引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

過
度
な
節
電
対
応
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
の
節
電
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
公
共
施
設
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

①
役
場
庁
舎
等
公
共
施
設
の
照
明
は
必
要
最

低
限
の
使
用
と
し
ま
す
。
休
憩
時
間
な
ど

に
は
必
要
箇
所
以
外
は
消
灯
し
ま
す
。

②
職
員
等
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
励
行
し
ま
す
。

③
庁
舎
内
等
で
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
機
器
等

は
節
電
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
、
使
用
し
な

い
と
き
は
電
源
を
オ
フ
に
し
ま
す
。

④
公
共
施
設
の
利
用
時
間
は
原
則
と
し
て
午

後
９
時
ま
で
と
し
ま
す
。（
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
、
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
ほ
か
）

⑤
そ
の
他
、
不
急
不
要
な
電
気
機
器
等
の
使

用
を
控
え
ま
す
。

▼
事
業
所
へ
の
節
電
・
省
エ
ネ
の
お
願
い

①
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
励
行
し
て
、
仕
事
の
効
率

化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

②
事
業
所
内
の
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
28

度
と
す
る
な
ど
、
過
剰
な
冷
房
は
避
け

て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
に
つ
と
め

ま
し
ょ
う
。

③
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
を
活
用
し
て
、
窓
か
ら

の
日
射
負
担
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

④
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
や
コ
ピ
ー
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
等
の
設
定
を
再
確
認
し
て
、
必
要
に
応

じ
て
節
電
モ
ー
ド
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夜
間
や
退
勤
時
に
お
け
る
電
気
機

器
の
電
源
オ
フ
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
各
家
庭
へ
の
節
電
の
お
願
い

家
庭
の
中
で
は
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

照
明
、
冷
蔵
庫
が
占
め
る
電
力
消
費
が
高
く

こ
れ
ら
の
電
化
製
品
の
使
用
方
法
や
設
定
内

容
を
見
直
す
こ
と
で
、
効
果
的
な
節
電
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ピ
ー
ク
時
の
時
間
帯
を
避
け
て
調

理
や
家
事
を
行
う
こ
と
も
日
中
の
使
用
電
力

を
抑
制
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

『
節
電
』
に
ご
協
力
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て

適
切
な
室
温
管
理
や
水
分
補
給
に
ご
留
意

い
た
だ
き
、
熱
中
症
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線 

４
５
６
１

【
夏
季
の
節
電
対
策
の
実
施
期
間
】

７
月
２
日
（
月
）
か
ら
９
月
28
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で　

※
８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
を
除
く
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75
歳
以
上
の
方
等
へ
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
２

後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
証
が
更
新
と
な
り
ま
す

今
ま
で
、
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
た
後
期

高
齢
者
医
療
の
「
被
保
険
者
証
（
健
康
保
険

証
）」
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
現
在
お
使
い

の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
24
年
７
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
１
日
か
ら
使
用
す

る
新
し
い
「
被
保
険
者
証
」
を
次
の
日
程
に

よ
り
交
付
し
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
受
け

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
証
は
被
保
険
者
の
所
得
に
応

じ
て
、
自
己
負
担
割
合
（
病
院
等
の
会
計
に

支
払
う
医
療
費
に
対
す
る
自
己
負
担
の
割

合
）
が
１
割
の
方
と
３
割
の
方
に
分
か
れ
ま

す
の
で
、
保
険
証
の
記
載
事
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

□
東
部
地
区　

７
月
24
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▽
会
場　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
葹
田
）

□
西
部
地
区　

７
月
25
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
会
場　

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

□
持
参
す
る
も
の

現
在
、
使
用
し
て
い
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
と
印
か
ん

※
予
定
し
た
交
付
日
に
都
合
が
悪
く
受
け
取

り
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
７
月
26
日
以
降

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
役
場
町
民
課
に

て
交
付
し
ま
す
。

※
ご
家
族
の
方
な
ど
が
被
保
険
者
本
人
の
代

わ
り
に
受
け
取
り
に
来
る
場
合
で
も
、
交

付
対
象
者
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」
と
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
へ

平
成
23
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
は
、
入
院

時
の
食
事
代
と
１
か
月
の
医
療
費
自
己
負
担

限
度
額
が
減
額
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用･

標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、
引
き
続
き
世
帯
員
全
員
が
住
民

税
非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る
「
限
度
額
適
用

･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
と

一
緒
に
交
付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
23
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
あ
っ
て

も
、
以
前
に
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
交
付
を
受
け
た

い
方
は
、
役
場
町
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
窓

口
へ
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
申
請
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

平
成
23
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
確
定
し
た

平
成
24
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

お
知
ら
せ
す
る
通
知
を
、
被
保
険
者
の
み
な

様
に
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
徴

収
）
と
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
に
よ
る
徴
収
）
に
よ
る
方
法
に
分
か
れ
ま

す
の
で
、
各
自
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
徴
収
）
の
方
は

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
原
則
と

し
て
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
特
別
徴
収

で
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
申
請
す
る
こ
と
で
特
別
徴
収
か
ら
口
座

振
替
（
普
通
徴
収
）
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
役
場
町
民
課
後
期

高
齢
者
医
療
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
加
入
者

全
員
に
等
し
く
納
め
て
い
た
だ
く
「
均
等
割

額
」
と
、
加
入
者
本
人
の
所
得
に
応
じ
て
計

算
さ
れ
る
「
所
得
割
額
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
の
お
知
ら
せ
（
保
険
料
額
決
定
通
知

書
）
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
の
所
得
額

に
応
じ
た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
い
か
わ
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
平
成
24
年
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
】

▽
均
等
割
額　

３
９
、７
１
０
円

▽
所
得
割
額　

基
礎
控
除
後
の
所
得

×
所
得
割
率
８
・
０
７
㌫

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
し
た
前
日

に
、
職
場
等
の
健
康
保
険
（
社
会
保
険
や

共
済
組
合
等
。
た
だ
し
国
保
・
国
保
組
合

を
除
く
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
は

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
の
特
許
期

間
が
切
れ
て
か
ら
、
同
じ
有
効
成
分
を
使
い

作
ら
れ
た
お
薬
で
す
。
効
き
目
や
安
全
性
も

確
認
さ
れ
て
お
り
、
価
格
も
新
薬
に
比
べ
て

一
般
的
に
安
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
医
療
費

の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
医
師
や
薬
剤

師
と
相
談
し
て
賢
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

お
薬
手
帳
に
は
、
病
院
な
ど
か
ら
処
方
さ

れ
た
薬
、
薬
局
な
ど
で
購
入
さ
れ
た
薬
の
名

前
や
飲
む
量
、
回
数
等
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

過
去
に
自
分
が
ど
の
よ
う
な
薬
を
服
用
し
た

か
確
認
し
た
り
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
薬
剤

の
処
方
を
受
け
る
と
き
に
も
、
薬
の
重
複
や

飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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□
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は

福
祉
医
療
制
度
は
、
乳
幼
児
及
び
小
学
生

を
養
育
す
る
家
庭
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
児

童
、
高
齢
身
体
障
害
者
及
び
重
度
の
心
身
障

害
者
の
心
身
の
健
康
保
持
と
生
活
の
安
定
を

は
か
る
た
め
、
保
険
適
用
分
の
医
療
費
に
お

け
る
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
か
か
る
費
用
は
、
県
費
と
町

費
か
ら
負
担
し
て
い
ま
す
。

□
福
祉
医
療
費
の
支
給
対
象
者
は

各
医
療
保
険
に
加
入
し
、
井
川
町
に
住
所

を
有
す
る
次
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
乳
幼
児
等

０
歳
児
か
ら
、
小
学
校
卒
業
年
度
の
３
月

31
日
ま
で
の
児
童
（
対
象
拡
充
）。
扶
養

義
務
者
等
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
等

母
子
家
庭
も
し
く
は
父
子
家
庭
の
児
童
、

ま
た
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
重
度
の
障
害
を

持
ち
常
時
介
護
が
必
要
な
家
庭
の
児
童

（
対
象
者
が
社
会
保
険
本
人
加
入
の
場
合

は
非
該
当
）。
扶
養
義
務
者
等
の
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

③
高
齢
身
体
障
害
者

65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
４
～
６
級

を
所
持
し
て
い
る
方
（
対
象
者
が
社
会
保

険
本
人
の
場
合
は
非
該
当
）。
対
象
者
等

の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

④
重
度
身
体
障
害
（
児
）
者

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、
も
し
く
は

療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
所
持
し
て
い
る
方
。

た
だ
し
、
対
象
者
が
社
会
保
険
本
人
加
入

の
場
合
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑤
歯
科
診
療
費
助
成
（
新
規
・
町
単
独
事
業
）

中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
が
歯
科
を
受
診

し
た
と
き
に
、
保
険
適
用
分
の
医
療
費
に

お
け
る
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

□
福
祉
医
療
受
給
者
証
を
更
新
・
交
付

現
在
、「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
が
交

付
さ
れ
て
い
る
方
で
、
受
給
者
証
の
有
効
期

限
が
、
平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
る
方
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
更
新
お
よ
び
新
規
に
申
請
手
続
き

が
必
要
と
な
る
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
等
を
ご
確
認
の

う
え
役
場
町
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
請
書
の
受
付
と
受
給
者
証
の
交
付

□
東
部
地
区　

７
月
24
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▽
会
場　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
葹
田
）

□
西
部
地
区　

７
月
25
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
会
場　

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

※
７
月
25
日
は
右
記
の
受
付
時
間
に
引
き
続
き

午
後
５
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
役
場

１
階
住
民
相
談
室
に
て
受
付
し
ま
す
。

□
申
請
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

※
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
で
福
祉
医
療

に
該
当
さ
れ
て
い
る
方
（
ピ
ン
ク
色
の
受

給
者
証
で
受
給
者
番
号
の
先
頭
が
77
で
始

ま
る
方
）
は
、
被
保
険
者
証
の
更
新
と
併

せ
て
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
予
定
し
た
日
時
に
都
合
が
悪
く
、
手
続
き

に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
そ
れ
以
降
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
役
場
町
民
課
に
て
随

時
、
受
付
・
交
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
２

「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
の
交
付
・
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

「
金
婚
祝
い
」対
象
と
な
る
ご
夫
婦
へ

平
成
24
年
度
敬
老
式
並
び
に
金
婚
を
祝
う

会
を
、
９
月
５
日
（
水
）
に
町
民
体
育
館
を

会
場
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
は
役

場
町
民
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

□
対　

象　

昭
和
37
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
方

□
申
し
出　

７
月
17
日
（
火
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
７

子
ど
も
を
対
象
と
す
る
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
を
拡
充
し
ま
す

県
と
町
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
を
減
ら
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
広
げ
て
い
く
た

め
、
児
童
を
対
象
と
す
る
福
祉
医
療
制
度

を
８
月
１
日
よ
り
拡
充
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
乳
幼
児
を
養
育
す
る
家
庭

の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

年
度
更
新
時
か
ら
、
小
学
生
を
養
育
す
る

家
庭
ま
で
対
象
を
広
げ
る
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
の
所
得
制
限
基
準
額
も
緩
和
し
ま
す
。

〔
旧
制
度
〕
平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で

▼
対
象　

０
歳
児
～
小
学
校
就
学
前
ま
で

〔
新
制
度
〕
平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら

▼
対
象　

０
歳
児
～
小
学
校
卒
業
ま
で

（
小
学
校
卒
業
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
）

※
所
得
制
限
基
準
額
は
、
養
護
す
る
児
童

数
に
応
じ
ま
す
。
基
準
額
に
つ
い
て
は

役
場
町
民
課
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
従
来
同
様
に
０
歳
児
及
び
町
民
税
（
所

得
割
）
非
課
税
世
帯
に
お
け
る
医
療
受

診
自
己
負
担
は
無
料
、
１
歳
児
か
ら
小

学
生
ま
で
の
医
療
受
診
自
己
負
担
は
、

１
レ
セ
プ
ト
（
各
医
療
機
関
１
か
月
単

位
）
ご
と
に
千
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

中
学
生
の
歯
科
診
療
費
を
助
成
し
ま
す

町
単
独
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
し

て
こ
れ
ま
で
小
学
生
を
対
象
と
し
て
実
施

し
て
き
た
歯
科
診
療
費
助
成
を
８
月
１
日

よ
り
、
対
象
を
中
学
生
に
拡
充
し
ま
す
。

７
月
中
旬
以
降
、
対
象
者
児
童
（
中
学

生
）
を
養
育
す
る
世
帯
へ
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
申
請
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
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駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
推
進
運
動
を
実
施
し
ま
す

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
、
交
通
事
故
か
ら
尊
い
命
を

守
り
、
万
が
一
の
事
故
か
ら
負
傷
等
の

被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

自
動
車
利
用
者
は
交
通
安
全
意
識
を

高
め
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
実
施
期
間
】

７
月
１
日
～
31
日
ま
で
の
１
か
月
間

【
運
動
の
推
進
事
項
】

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
の
必
要
性
と
着
用
効
果

を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

▽
前
席
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
座
席
に

お
い
て
、
正
し
い
姿
勢
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
幼
い
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

▽
乳
児
期
や
幼
児
期
そ
れ
ぞ
れ
の
体
格

に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
は
後
部
座
席
へ
正
し
く
取

付
け
ま
し
ょ
う
。

ごみの分別と水切りにご協力ください

ごみが資源となるためには最初が肝心です。家庭

から出す際は、混ぜてはいけないものや異物を取り

除き、きちんと分別して出しましょう。

また、夏場は、生ごみの水分が著しく増加します

ので、水切りを十分に行ってください。

１）可燃ごみの中に金属類や中身の入ったスプレー

缶などが混入しています。資源化できないうえ

に、施設の故障原因にもなってしまいますので

絶対に入れないでください。

２）カセット式ガスボンベやスプレー缶は使い切り

穴をあけて不燃ごみに入れてください。

３）生ごみなど水分が多いものは、十分に水切りを

してください。

４）可燃ごみか不燃ごみか迷ったときは、必ず不燃

ごみとして出してください。

５）缶、びん、ペットボトルは、必ずキャップをは

ずし、中を軽く水洗いしてから出してください。

６）プラスチック製のキャップは可燃ごみに、金属

製のキャップは不燃ごみに入れてください。

７）ペットボトルのキャップとラベルは、可燃ごみ

に入れてください。

８）ごみを出す際は、ルールを守ってきちんと分別

し、指定された日の当日に出してください。

ごみを減らす３つの方法

３Ｒ《スリーアール》のライフスタイルを確立し

ましょう。

①ごみを出さないこと
	 → Reduce	《リデュース》	 発生抑制
②繰り返し使うこと

	 → Reuse	《リ ユ ー ス》	 再 使 用
③資源として使うこと

	 →Recycle	《リサイクル》	再生利用

【問い合わせ】八郎湖周辺清掃事務組合
電話 0185-22-7211

八郎湖周辺クリーンセンターからのお知らせ
― ごみの “分別 ”と “ 減量化 ”にご協力ください ―

たくさんの物を消費し、大量に廃棄してきたこれま

での社会を見直し、一人ひとりが「使い捨て社会」

との決別を誓い、かけがえのない地球の未来のため

に、「循環型社会」の形成に向け、地域をあげて精

力的に取り組んでいきましょう。

□ごみ排出量の比較	 〔単位：トン〕

区　分 男鹿市 五城目町 八郎潟町 井川町 大潟村 合　計
平成23年度 10,268.13 2,512.34 1,456.84 1,455.04 976.03 16,668.38
平成22年度 10,889.60 2,553.99 1,493.44 1,487.85 972.20 17,397.08
増 減 -621.47 -41.65 -36.60 -32.81 3.83 -728.70
増 減 率 -5.7% -1.6% -2.5% -2.2% 0.4% -4.2%

※数量は可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ（缶、びん類、ペットボトル）、粗大ごみの合計。ただし古紙類は除く。
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今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

◆
今
月
の
問
題

① 

町
の
循
環
器
健
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
で
何
周
年
を
迎
え
た
で
し
ょ
う
か
？

② 

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
参
加
者
数

は
何
人
で
し
た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

 

７
月
20
日
（
金
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
① 

66
・
０
㌫
、
② 

２
０
１

人
で
し
た
。

広
報
ク
イ
ズ	

No
・
２
５
１

　

司法書士による無料相談会を開催

秋田県司法書士会による相続、贈与、
売買、借金、多重債務などの相談会を
実施します。相談される際は事前予約
が必要です。※毎月第３木曜日実施
□日時　7月19日（木）13:00-16:00
□会場　潟上市役所飯田川庁舎２階

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2610 ／有線 4451

無料調停相談会のお知らせ

□相談内容　家庭問題（夫婦関係・離
婚、親子関係、扶養、相続、遺言）、
土地・建物・金銭のもめごと、消費者
金融問題、交通事故（補償）

□日時　7月13日（金）10時～15時
※当日随時受け付けし、順番に相談に

応じます。予約は不可。
□場所　裁判合同庁舎内

【問い合わせ】秋田調停協会
電話 018-824-3121

借金でお悩みの方へ
「多重債務相談窓口」のお知らせ

東北財務局秋田財務事務所では、借金
を抱えお悩みの方々の相談に応じてい
ます。借金問題は、さまざまな方法で
必ず解決できます。相談は無料です。
□相談窓口　秋田財務事務所管財課

秋田第二合同庁舎 3 階
□受付時間　月曜～金曜日（祝日除く）

8 時 30 分～ 17 時 15 分
□相談専用電話　018-862-4196

秋田県司法書士会より
「無料相談会」のお知らせ

□相談内容　不動産、会社・法人の登
記、多重債務、成年後見等

□面談相談　毎週月曜～金曜、13時
30分～15時（※事前予約が必要）

□場所　秋田県司法書士会館
□予約専用電話　018-824-0055

【問い合わせ】秋田県司法書士会
電話 018-824-0187

セクハラ等による
精神障害の労災請求相談日について

労災精神障害専門調査員によるセクハ
ラ等への労災請求相談を実施します。
□開催日時　7月11日(水)、25日(水）

9時～12時、13時～16時
□開催場所　秋田労働局4階相談室
※詳細は秋田労働局のホームページを

ご覧ください。事前予約は不要。
http://akita-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

【問い合わせ】秋田労働局労災補償課
電話 018-883-4275

最低賃金引上げに向けた中小企業への
支援事業について

□最低賃金総合相談支援センター設置
電話 018-853-9061

□業務改善助成金の支給　最低賃金の
引上げを実施する事業所に対し業務
改善（労働能率向上のための設備導
入など）経費2分の1（上限100万
円）を支給。支給要件有り。

【問い合わせ】秋田労働局賃金室
電話 018-883-4266

自然観察会・体験教室のご案内

□内容／日時　　　　　※参加費無料
　森のびっくり化学実験室

7月22日（日）	10時～12時
□場所　環境と文化のむら

（五城目町／野鳥の森）
【申し込み・問い合わせ】

秋田県環境と文化のむら
電話 018-852-2202

走行中のバス車内での
事故防止キャンペーンを実施中です

バスの走行中に席を離れると、転倒な
ど思わぬけがをする場合があります。
お降りの際は、バスが停留所に着いて
扉が開いてから席をお立ちください。
バスは安全運転を心がけておりますが
やむを得す急ブレーキをかけることが
あります。満席でお立ちになる場合は
つり革にしっかりおつかまりください。

【問い合わせ】（社）秋田県バス協会
電話 018-863-5349

「みどりっこ夏まつり」開催のお知らせ

なまはげ太鼓演奏や一日市願人踊り、
竿燈の演技、地域の学校同士の力を合
わせたソーランやおばこ踊りなど楽し
いイベントがいっぱいです。
□日時　7 月 28 日（土）

13 時 30 分～ 17 時
□場所　天王みどり学園ほか

【問い合わせ】養護学校天王みどり学園
電話 018-870-4611

平
成
24
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
競
争
順
位

（
平
成
24
年
５
月
末
現
在
）

▽
井
川
町　

第
１
位
／
全
県
25
市
町
村
中

（
酒
気
帯
び
運
転
０
件
、
酒
酔
い
運
転
０
件
）

※
飲
酒
運
転
追
放
競
争
は
、
毎
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
年
単
位
で
県
内
25
市
町
村
毎

の
飲
酒
運
転
検
挙
者
数
等
に
よ
り
、
競
わ

れ
る
も
の
で
、
こ
の
順
位
は
そ
の
月
毎
の

途
中
経
過
を
表
わ
す
も
の
で
す
。

町の臨時職員（町民プール監視員）募集します

□募集人数　男性２名または男女各１名（日給6,200円）
□応募資格　40歳以下で体力に自信があり、泳げる方
□雇用期間　7月21日（土）～8月26日（日）
□勤務時間　午前8時30分～午後5時15分

※希望する方は町教育委員会へ履歴書を提出ください。
【問い合わせ】井川町教育委員会　電話 018-874-4424
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ひろば
みんなの

子育て情報

井川短歌会詠草

イ ー サ のン

楽しい英会話

Playing sports can help you stay healthy and have fun.

スポーツをすることで楽しく健康でいられます。

Dialogue

Amanda : What sports do you like, Emily?

アマンダ：エミリーはどんなスポーツが好き？

Emily : I like soccer and basketball. How about you?

エミリー：サッカーと野球が好きよ。アマンダは？

Amanda : I like tennis. Do you like tennis?

アマンダ：私はテニス。テニスは好き？

Emily : Yes, I like tennis too.

エミリー：ええ、私もテニスは好きよ。

一
本
の
連
な
る
線
の
金
環
食
軌
跡
の
果
て
に
わ
れ
は
お
る
ら
ん	

小
林　

康
子

み
ず
か
ら
の
命
の
限
り
咲
き
た
る
や
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
湿
原
に
映
ゆ	

遠
藤
惠
美
子

衰
え
て
ゆ
く
花
房
を
隠
す
ご
と
若
葉
萌
え
た
つ
苑そ

の

の
ふ
じ
棚	

伊
藤
ミ
ヤ
子

有
機
肥
料
た
っ
ぷ
り
施
し
視
力
よ
く
な
る
と
う
春
菊
を
今
年
は
作
る	

鈴
木
ヒ
ロ
子

植
え
終
え
て
機
上
の
夫
は
空
見
上
げ
大
き
く
息
吐
き
帰
路
に
つ
く
な
り	

渡
辺　

京
子

抜
か
れ
て
も
直
ぐ
ま
た
生
え
る
雑
草
の
命
の
流
れ
未
来
に
続
く	

伊
藤　

陽
子

草
む
ら
に
混
ざ
り
て
匂
う
ド
ク
ダ
ミ
を
薬
に
せ
ん
と
丁
ね
い
に
抜
く	

児
玉
千
代
子

ぬ
か
る
田
で
歩
行
田
植
機
運
転
し
田
植
え
終
え
れ
ば
曲
が
り
曲
が
り
ぬ	

斎
藤
冨
美
男

た
ち
ま
ち
に
花
は
葉
桜
に
な
り
て
お
り
古

い
に
し
えも

人
は
衰
え
を
見
し
や	

す
ず
き
い
さ
む

Playing Sports

スポーツをする

伊藤 樹香さん（さくら）

私は、みんなの役に立て
るような仕事につきたい
です。

伊藤 水桜さん（保野子）

私はたくさんの人に役立
つ仕事につきたいです。

伊藤 莉沙さん（さくら）

動物の飼育員になって、
来た人に楽しんでもらえ
るようにしたいです。

草階 里穂さん（羽 立）

自分でつくった小物を売
るお店を出したいです。

伊藤 瑞姫さん（小 泉）

建築デザイナーになって
住みやすい家を建てたい
です。
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子育て情報

「わいわい広場」さくらっこ

保健だより●7月分

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

7 月   2 日
23 日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の
交付、保健指導、栄養指導

３歳児健診／すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

7 月   6 日
（金）

３ 歳 児
健 診

H20 年 10 月～ 12 月
H21 年 1 月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

7 月 20 日
（金）

す く す く
学 級 H24 年 4 月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診
H24 年 3 月、H23 年
12 月、9 月、7 月生児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○�７ヶ月児（H23 年 12 月生まれ）は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませ

てください。
予 防 接 種

月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

7 月   5 日
（木）

日 本 脳 炎
予 防 接 種

1 期初回：H20/7/3 ～ H21/7/6 生まれの児
及び 7 歳 6 か月未満で未実施児

1 期追加：初回（２回）終了後１年を経た児

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

7 月   9 日
（月）

B C G
接 種 H24/1/7 ～ H24/4/10 日生まれの児

7 月 12 日
（木）

日 本 脳 炎
予 防 接 種

1 期初回：H20/7/10 ～ H21/7/13 生まれの児
及び 7 歳 6 か月未満で未実施児

1 期追加：初回（２回）終了後１年を経た児

7 月 19 日
（木）

３ 種 混 合
予 防 接 種

1 期初回：H23/7/17 ～ H24/4/20 日生まれ
及び７歳 6 か月未満で未実施児

1 期追加：初回（３回）終了後１年を経た児

7 月 26 日
（木）

日 本 脳 炎
予 防 接 種

1 期初回：H20/7/24 ～ H21/7/27 生まれの児
及び 7 歳 6 か月未満で未実施児

1 期追加：初回（２回）終了後１年を経た児

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田組合総合病院
電話予約は毎週月～金曜日の 13：30 ～ 16：30
検診当日は 8：00 までに病院２階健康センターへ

病院･福祉活動室
電話 880-3013

食生活改善推進協議会・推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場
7月 10日
（火）

・レクダンス
・減塩学習会（講話・調理実習）

9：30～ 13：00
施田コミセン

「まなびあい」を「ママのゆりかごタイム」

に名称を変更しました。子育て中は、ママの

気持ちの安定が一番。『こんな時、みんなは

どうしているのかなぁ？』というような事は

ありませんか？ みんなで語り合い、安心感

をもらって、やさしい笑顔を育てたいですね。

みんなおいで！「親子リズム体操」
～モダンダンスの安達香澄先生～

□と　き　7 月 9 日（月）10：30 ～ 11：30

□ところ　健康センター

□服　装　動きやすい服装（ジーンズ以外）・

はだし

□持ち物　大きめのタオル・水分補給の飲料

※参加のお申込みは、こどもセンターまで。

※たくさんの参加をお待ちしております

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話 874-4151 有線 4305

☆７月の予定	（時間：9 時 30 分～ 11 時 30 分）
開催日 場 所（内 容）
2 日（月）

　5 日（木）
　6 日（金）

健康センター▲

「おはなしの森」　（10：30 ～）
健康センター
井内児童館

　9 日（月）

12 日（木）
13 日（金）

健康センター▲

「親子リズム体操」（10：30 ～）
泉岳地区集会所
井内児童館

17 日（火）

19 日（木）

21 日（土）

こどもセンター▲

「お誕生日会」　   （10：30 ～）
泉岳地区集会所▲

「手作りらんど」　（10：00 ～）
こどもセンター▲

「夕涼み会」に行こう（18：30 ～）

23 日（月）

26 日（木）
27 日（金）

健康センター▲

「ママのゆりかごタイム」
保健師による講話（10：30 ～）

健康センター
こどもセンター

30 日（月）こどもセンター

※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。

伊藤悠
は る ま

真ちゃん
（大 倉）

渡部嗣
つぐみち

道ちゃん
（新 間）

髙橋志
し ゆ う

優ちゃん
（寺 沢）

ぼ
く
た
ち
、
む
し
ば 

な
か
っ
た
よ
！

１
歳
６
か
月
児
健
診
で
、

む
し
歯
の
な
か
っ
た
こ
ど
も
た
ち
で
す大坂谷美

み う

海ちゃん
（さくら）

武田里
り り か

莉香ちゃん
（さくら）

藤田侑
ゆ う

羽ちゃん
（新屋敷）

古戸仁
に こ

子ちゃん
（羽 立）

齊藤里
り あ ん

安ちゃん
（上 村）
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慶 弔 だより
（５/21～６/20 届出）

人口などの動き
（６月１日現在）

人　口　男　2,563 人（	－ 34）

女　2,849 人（	－ 55）

計　5,412 人（	－ 89）

世帯数　　　1,776 戸（	＋　8）

（　）内は前年同月との比較

■お誕生おめでとう

景山　結
ゆ う と

登（貴幸・恵理香）

佐藤　　茜
あかね

（　亮　・美紀子）

■ご結婚おめでとう

♡	照井　靖也（美郷町）
　	伊藤美智子（小今戸）

♡	藤田　俊輔（秋田市）
　	石坂奈津子（井　内）

♡	今野　智幸（街　道）
　	沼倉亜希子（秋田市）

♡	湊　　裕　　（坂　本）
　	藤田　和代（大潟村）

■お悔やみ申し上げます

中道　幸子（65 歳・大野地）

伊藤　和子（70 歳・上　村）

藤田　一美（70 歳・新屋敷）

石井　要藏（81 歳・八　幡）

半田　ナツ（79 歳・羽　立）

浅野　恵司（37 歳・街　道）

湊　　　均（57 歳・中下村）

湊　　五郎（84 歳・中下村）

渡部鐘之助（91 歳・小　泉）

伊藤　ツヤ（86 歳・小　泉）

施設の利用状況（５月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス	 2,828 人	（	 5,480 人･）
■環境改善センター	 337 人	（	 755 人･）
■町民体育館	 1,889 人	（	 3,987 人･）
■町民武道館	 319 人	（	 598 人･）
■町営野球場	 － 人	（	 560 人･）
■定住促進センター	 1,151 人	（	 2,339 人･）
■日本国花苑施設	 1,687 人	（	 2,901 人･）
■老人福祉センター	 1,310 人	（	 2,751 人･）
■ごみ処理場	 87 ｔ	（	 173 ｔ･）
■し尿処理場	 167	 kl	（	 187 kl･）

善 

意
■
地
域
福
祉
基
金
へ
寄
附

・
新
屋
敷
町
内
の
藤
田
一
樹
さ
ん
よ
り
、

　

亡
父
、
一
美
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
街
道
町
内
の
児
玉
金
也
さ
ん
よ
り
、

　

亡
妻
、
ツ
ネ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
大
麦
町
内
の
工
藤
俊
廣
さ
ん
よ
り
、

　

亡
母
、
ヒ
デ
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
今
戸
町
内
の
伊
藤
八
十
治
さ
ん
よ
り
、

　

叙
勲
受
章
記
念
と
し
て

― 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

―

６
月
10
日
（
日
）
早
朝
６
時
、

大
麦
地
内
山
林
で
は
、
秋
田
地
域

振
興
局
及
び
秋
田
大
学
工
学
資
源

学
研
究
科
附
属
環
境
資
源
学
研
究

セ
ン
タ
ー
の
村
上
英
樹
講
師
ら
に

よ
る
対
ヤ
マ
ビ
ル
新
薬
の
散
布
実

証
試
験
の
実
施
に
伴
い
、
大
台
、

井
内
、
大
麦
町
内
住
民
を
対
象
と

し
た
ヤ
マ
ビ
ル
防
除
講
習
会
が
、

現
地
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

薬
剤
散
布
を
主
導
し
た
村
上
氏

に
よ
る
と
「
元
々
、
酢
酸
に
ヤ
マ

ビ
ル
を
死
滅
さ
せ
る
効
果
が
あ
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
特
有

の
匂
い
が
強
く
残
る
こ
と
か
ら
、

散
布
薬
と
し
て
は
浸
透
さ
せ
に
く

か
っ
た
。
こ
の
度
、
リ
ン
ゴ
酸
の

成
分
に
着
目
し
た
結
果
、
同
様
に

ヤ
マ
ビ
ル
を
死
滅
さ
せ
る
効
果
が

得
ら
れ
た
。
刺
激
臭
も
な
く
、
元

は
食
品
（
リ

ン
ゴ
酢
）
で

あ
り
、
人
体

や
生
態
系
に

は
影
響
し
な

い
。
加
え
て

原
材
料
費
が

低
コ
ス
ト
で
あ
り
、
薬
剤
製
品
を

安
価
で
提
供
で
き
る
」
と
の
こ

と
。
昨
年
来
、
県
と
共
同
で
ヤ
マ

ビ
ル
生
息
域
で
の
実
証
試
験
を
重

ね
、製
品
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
薬
剤

の
効
能
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
」、

「
畑
野
菜
等
に
付
着
し
た
ら
ど
う

な
る
の
か
」
等
々
、
盛
ん
に
質
疑

が
交
さ
れ
、「
液
剤
で
人
体
に
無

害
で
あ
る
と
す
れ
ば
扱
い
や
す

い
」
と
新
薬
剤
へ
の
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

□
ヤ
マ
ビ
ル
と
は

『
ヤ
マ
ビ
ル
』
は
日
本
に
生
息

す
る
吸
血
性
ヒ
ル
の
う
ち
、
唯
一

の
陸
生
種
で
す
。
普
段
は
落
ち
葉

な
ど
の
下
に
潜
ん
で
い
ま
す
が
、

動
物
の
呼
吸
や
振
動
、
熱
に
反
応

し
て
取
り
付
き
吸
血
し
ま
す
。

□
吸
血
被
害
時
の
対
処
法

吸
血
さ
れ
た
傷
口
に
は
血
が
固

ま
ら
な
く
な
る
成
分
・
ヒ
ル
ジ
ン

が
含
ま
れ
て
お
り
、
出
血
が
な
か

な
か
止
ま
り
ま
せ
ん
。
吸
血
さ
れ

た
際
の
処
置
方
法
は
①
傷
口
を
き

れ
い
に
洗
浄
し
、
絞
り
出
す
よ
う

に
し
て
ヒ
ル
ジ
ン
を
体
外
へ
排

出
。
②
市
販
薬
の
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

剤
（
虫
さ
さ
れ
薬
や
か
ゆ
み
止
め

薬
）
を
塗
布
。
③
出
血
が
治
ま
ら

な
い
場
合
は
絆
創
膏
等
で
止
血
す

る
な
ど
し
て
下
さ
い
。

ヤ
マ
ビ
ル
防
除
講
習
会

大
麦
地
内
山
林
に
て
新
薬
の
効
果
を
探
る
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